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一
．
は
じ
め
に 

 

倉
敷
市
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
亀
島
山
地
下
工
場
の

事
を
勉
強
し
て
き
て
四
年
の
月
日
が
経
っ
た
。
亀
島
山

地
下
工
場
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
倉
敷
市
内
の
戦
争
に

関
わ
る
史
跡
な
ど
は
、
二
〇
〇
三
年
倉
敷
市
が
発
行
し

た
『
倉
敷
の
戦
争
遺
跡
マ
ッ
プ
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

一
九
八
六
年
に
倉
敷
市
が
『
水
島
の
戦
災
』
を
発
行
し

て
一
七
年
目
の
年
で
あ
る
。
こ
の
一
七
年
間
、
県
立
倉

敷
中
央
高
校
社
会
問
題
研
究
部
が
地
域
の
民
族
問
題
を

考
え
る
取
り
組
み
の
中
で
掘
り
起
こ
し
、
毎
年
一
回
は

中
に
入
り
、
地
域
の
在
日
コ
リ
ア
ン
か
ら
の
聞
き
取
り

を
地
道
に
行
い
、
記
録
し
続
け
た
。
朝
鮮
初
中
級
学
校

の
生
徒
と
先
生
と
の
交
流
、
公
園
化
さ
れ
る
亀
島
山
と

碑
に
つ
い
て
、韓
国
か
ら
来
た
高
校
生
と
の
交
流
な
ど
、

日
本
と
韓
国
朝
鮮
と
の
交
流
を
主
と
し
た
数
々
の
取
組

に
よ
っ
て
亀
島
山
地
下
工
場
の
存
在
は
大
き
く
な
り
、

高
校
生
の
貴
重
な
学
習
の
場
に
な
り
、
貴
重
な
遺
産
と

な
っ
た
。
ま
た
、
市
民
の
な
か
で
も
「
亀
島
山
地
下
工

場
を
語
り
つ
ぐ
会
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
で
も
語
り
伝

え
て
い
く
活
動
が
行
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
諸
活
動
が
築
き
あ
げ
た
財
産
は
大
き
い
。
そ
し

て
今
後
未
来
へ
ど
う
結
び
つ
か
る
の
か
、
一
つ
の
岐
路

に
立
っ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
れ
は
、
戦
争
体

験
者
が
直
接
体
験
を
話
す
こ
と
は
こ
れ
か
ら
で
き
な
く

な
り
、
遺
跡
や
遺
品
を
通
し
て
私
た
ち
が
後
世
へ
伝
え

て
い
か
な
か
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
の
入
口
に
来
て
い
る

こ
と
を
切
に
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
亀
島
山
地
下
工
場
の
実
態
は
、
高
校
生
や
倉
敷
を
中

心
と
し
た
市
民
の
学
習
活
動
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
の

中
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
八
年
（
平
成
一

〇
年
）
に
高
校
生
と
高
校
教
員
に
よ
る
実
測
調
査
で
そ

の
姿
が
は
っ
き
り
と
解
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
内
部
調

査
で
、
大
規
模
な
崩
落
や
ゴ
ミ
の
大
量
投
棄
な
ど
様
々

な
実
態
が
高
校
生
の
交
流
集
会
で
報
告
さ
れ
、
調
査･

保
存
・
公
開
へ
向
け
て
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
同
じ
疎
開
工
場
で
あ
っ
た
「
松
」
工
場
（
浦

田
半
地
下
工
場
）、「
鶴
」
工
場
（
竜
ノ
口
半
地
下
工
場
）

に
つ
い
て
存
在
は
、
確
認
さ
れ
て
い
て
も
ほ
と
ん
ど
そ

の
実
態
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
（
１
）
。
ま
た
、
高
射
砲
陣

地
に
い
た
っ
て
は
、
玉
島
砲
台
の
よ
う
に
原
型
を
と
ど

め
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、跡
さ
え
わ
か
ら
な
く
な
り
、

記
録
で
し
か
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
実
態
が
解
明
さ
れ
ず
、
な
く
な

っ
て
い
く
、
忘
れ
ら
れ
て
い
く
戦
争
遺
跡
も
あ
り
、
六

十
一
年
前
の
倉
敷
・
水
島
を
も
う
一
度
全
体
と
し
て
と

ら
え
る
必
要
性
を
感
じ
る
。 

 

二
〇
〇
六
年
四
月
二
日
に
紫
電
改
の
原
寸
大
図
面

（
現
図
と
呼
ぶ
、
場
所
は
胴
体
肋
骨
１
０
番
）
が
公
開

さ
れ
、
筆
者
の
手
元
に
紫
電
改
の
単
一
部
品
工
程
表
が

あ
る
な
ど
資
料
が
出
て
き
た
。
ま
た
、
倉
敷
市
在
住
の

方
か
ら
も
聞
き
取
り
を
す
す
め
て
い
く
中
で
「
浦
田
、

竜
ノ
口
で
紫
電
改
を
つ
く
っ
て
い
た
」
「
終
戦
間
も
な

い
こ
ろ
竜
ノ
口
近
く
で
紫
電
改
を
見
た
」
と
い
う
証
言

も
得
た
。
こ
れ
ら
の
事
柄
を
突
破
口
に
し
て
、
三
菱
重

工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
に
お
け
る
航
空
機
の
生
産
に

つ
い
て
、
疎
開
工
場
「
松
」
工
場
、「
鶴
」
工
場
や
当
時

の
疎
開
の
状
況
な
ど
、
六
十
一
年
前
の
倉
敷
・
水
島
が

ど
う
な
っ
て
い
た
か
解
明
し
て
い
き
た
い
。 

 

二
．
紫
電
改
に
つ
い
て 

岡
山
の
十
五
年
戦
争
を
考
え
る
研
究
集
会
・
報
告
① 

 

六
十
年
前
の
倉
敷
・
水
島 

―
紫
電
改
と
水
島
航
空
機
製
作
所
現
図
班
と
部
品
工
程
表
を
追
う
― 

土
屋 

篤
典 



岡山の記憶 第９号・2007 年 4 

 

軍
用
機
の
開
発
は
、
次
の
よ
う
に
行
う
と
い
う
。 

 
設
計
内
容
を
比
較
し
て
メ
ー
カ
ー
を
決
め
、
試
作
を

発
注
す
る
。 

 

メ
ー
カ
ー
は
試
作
機
を
作
り
、
社
内
で
試
験
飛
行
を

く
り
か
え
す
。 

 

発
注
主
で
あ
る
海
軍
（
ま
た
は
陸
軍
）
が
試
験
飛
行

す
る
。 

 

欠
陥
や
改
良
点
が
あ
れ
ば
改
良
し
て
、
さ
ら
に
軍
の

審
査
を
う
け
、
合
格
す
れ
ば
軍
が
「
領
収
」
す
る
。 

 

メ
ー
カ
ー
は
、
そ
の
機
種
の
量
産
を
開
始
す
る
。 

 

航
空
隊
に
配
備
し
、
実
戦
に
使
用
（
実
戦
配
備
）。 

 

「
紫
電
改
」
と
い
う
の
は
通
称
名
で
、
正
式
名
は
「
紫

電
二
一
型
」。兵
庫
県
に
あ
る
水
上
戦
闘
機
を
製
作
し
て

い
た
川
西
航
空
機
が
改
良
に
改
良
を
重
ね
て
、
ア
メ
リ

カ
軍
の
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
に
対
抗
で
き
る
よ
う
に
製
作

し
た
機
体
で
あ
る
。
昭
和
一
九
年
後
半
か
ら
は
海
軍
の

命
令
で
、
川
西
航
空
機
以
外
の
軍
需
工
場
で
も
生
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作

所
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

 

一
九
九
四
年
に
発
行
さ
れ
た
水
島
航
空
機
製
作
所
第

二
期
の
養
成
工
の
会
報
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
四
年
（
昭

和
一
九
年
）
の
夏
に
、
水
航
次
期
生
産
機
種
に
つ
い
て

は
Ｔ
２
雷
電
、
Ａ
７
烈
風
の
噂
が
あ
っ
た
が
、
結
局
Ｎ

１
Ｋ
２
―
Ｊ
紫
電
改
に
決
ま
る
。
軍
需
省
が
三
菱
重
工

に
烈
風
の
生
産
を
中
止
し
て
、
紫
電
改
の
生
産
準
備
を

命
令
し
た
の
が
八
月
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
艦
上
戦
闘
機

と
し
て
生
産
し
よ
う
と
し
た
が
、
変
更
で
局
地
戦
闘
機

と
な
っ
た
。 

 

紫
電
改
が
他
の
戦
闘
機
よ
り
運
動
性
が
す
ぐ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
自
動
空
戦
フ
ラ
ッ
プ
と
い
う
装

置
で
あ
る
。
空
中
戦
で
勝
負
が
決
ま
る
の
は
い
か
に
し

て
相
手
の
後
方
に
ま
わ
り
こ
む
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
戦
闘
機
は
操
縦
桿
、
機
銃
レ
バ
ー
、
旋
回

の
た
め
の
レ
バ
ー
を
別
々
に
動
か
さ
な
か
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
紫
電
改
は
操
縦
桿
と
機
銃
発
射
装
置
を
一

つ
に
ま
と
め
、
旋
回
す
る
時
に
は
自
動
的
に
主
翼
の
後

ろ
の
羽
が
動
く
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
小
回
り

が
き
い
て
、
鋭
い
旋
回
で
相
手
の
後
ろ
へ
ま
わ
り
こ
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
た
。 

 

自
動
空
戦
フ
ラ
ッ
プ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
速
度
計
用
の
ピ
ト
ー
管
と
水
銀
の
入
っ
た
容
器
を

結
び
、
飛
行
機
の
速
度
に
応
じ
て
ピ
ト
ー
管
か
ら
の
圧

力
で
水
銀
が
水
銀
柱
内
部
で
押
し
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の

原
理
を
利
用
し
て
、
水
銀
柱
内
に
段
ち
が
い
の
電
極
を

二
本
設
置
し
て
、
水
銀
柱
内
に
三
つ
の
状
態
を
つ
く
り

出
し
、
フ
ラ
ッ
プ
上
げ
、
フ
ラ
ッ
プ
静
止
、
フ
ラ
ッ
プ

下
げ
と
し
て
作
動
さ
せ
る
。
水
銀
を
使
っ
た
の
は
、
蒸

発
が
少
な
く
電
気
を
よ
く
通
す
こ
と
。
フ
ラ
ッ
プ
は
油

圧
で
作
動
す
る
。
が
、
制
御
装
置
内
の
油
圧
コ
ッ
ク
は

水
銀
柱
内
の
電
極
の
状
態
に
よ
っ
て
作
動
す
る
マ
グ
ネ

ッ
ト
に
よ
っ
て
動
く
。
だ
か
ら
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
空
戦

開
始
時
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
お
け
ば
、
フ
ラ
ッ
プ
は

自
動
的
に
作
動
し
、
速
度
と
荷
重
係
数
に
応
じ
て
角
度

が
得
ら
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
旋
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
闘
機
に
は
な

い
も
の
で
機
密
保
持
の
た
め
、
不
時
着
し
た
時
に
は
ア

メ
リ
カ
軍
に
渡
ら
な
い
よ
う
操
縦
席
の
近
く
に
設
置
さ

れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
す
ぐ
に
廃
棄
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
。 

 

三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
で
は
一
九
四
四
年

（
昭
和
一
九
年
）
末
に
生
産
体
制
を
整
え
て
、『
水
島
の

戦
災
』（
倉
敷
市
）
に
載
っ
て
い
る
「
米
国
戦
略
爆
撃
調

査
団
報
告
書
」
に
よ
る
と
水
島
で
は
九
機
が
生
産
さ
れ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
生
産
統
計
表
に
よ
れ
ば
、
一

九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
に
三
月
一
機
、
四
月
一
機
、

五
月
○
機
、
六
月
三
機
、
七
月
一
機
、
八
月
三
機
と
な

っ
て
い
る
。 

 

三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
の
中
で
紫
電
改
の

自
動
空
戦
フ
ラ
ッ
プ
の
調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
た
Ｍ
氏

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
昭
和
一
九
年
一
月
に
三
菱
に
入
社
し
た
。
昭
和
一

九
年
二
月
一
一
日
一
式
陸
攻
の
一
号
機
が
飛
ん
だ
。
青

年
学
校
の
二
教
室
を
借
り
て
、
三
菱
の
中
に
一
〇
〇
何

人
か
の
中
学
校
卒
業
生
を
一
期
だ
け
採
用
し
た
。
戦
況

は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
た
。
昭
和
一
九
年
八
月
ま
で
、

八
か
月
間
特
別
に
勉
強
し
た
。
電
気
、
機
械
、
航
空
力

学
、
構
造
な
ど
、
一
般
的
航
空
力
学
が
主
で
あ
っ
た
。

午
後
五
時
か
六
時
ご
ろ
ま
で
勉
強
が
あ
っ
た
。
青
葉
寮

と
い
う
職
員
の
寮
が
あ
り
、
寮
か
ら
通
勤
し
て
い
た
。

一
式
陸
攻
の
整
備
を
七
人
の
同
僚
と
い
っ
し
ょ
に
一
か

月
間
や
っ
た
。そ
し
て
、工
場
長
の
秘
書
を
つ
と
め
た
。

行
動
計
画
を
立
て
、
技
手
と
し
て
整
備
を
続
け
た
。
鈴
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鹿
飛
行
場
へ
空
輸
す
る
際
、
い
っ
し
ょ
に
乗
っ
て
行
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
燃
料
を
積
み
込
ん
で
調
整
す
る
。
燃

料
の
バ
ブ
ル
の
ド
ッ
ト
を
調
整
し
た
。
完
成
し
た
機
体

を
飛
べ
る
よ
う
に
す
る
の
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。
試
運

転
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
試
験
飛
行
を
行
な
っ
た
。
鈴
鹿
へ

運
ん
だ
後
は
列
車
で
帰
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
し
、
ダ

グ
ラ
ス
の
輸
送
機
を
利
用
し
た
。
整
備
関
係
者
は
飛
行

機
に
乗
れ
ば
特
別
に
弁
当
が
出
た
。
雨
が
降
る
と
飛
べ

な
い
。
用
が
な
い
の
で
事
務
所
で
勉
強
を
し
て
い
た
。

仕
事
が
あ
る
時
は
朝
か
ら
晩
ま
で
機
体
を
見
て
い
た
。

い
つ
空
輸
す
る
か
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
昼
飯
を
食
べ

て
い
る
時
間
は
な
か
っ
た
。マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
音
で
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
。
計
器
も
速
度

計
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
飛
行
機
を
作
っ
て
い
る
人
が
若

か
っ
た
の
で
、
品
質
が
悪
か
っ
た
。
図
面
通
り
に
決
ま

っ
た
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
整
備
は
そ
う
は
い

か
な
い
。熟
練
し
た
人
が
チ
ェ
ッ
ク
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

当
時
、
整
備
工
場
（
２
）

を
二
つ
に
分
け
て
い
た
。
一
等

工
長
の
指
揮
と
二
等
工
長
の
指
揮
に
。 

 

兵
庫
県
の
鳴
尾
飛
行
場
（
現
在
、
兵
庫
県
西
宮
市
の

瀬
戸
内
海
側
）
に
行
っ
た
。
宿
舎
は
三
ノ
宮
に
と
り
、

甲
子
園
球
場
の
東
を
く
る
り
と
ま
わ
る
。
競
馬
場
へ
行

っ
た
。
そ
こ
で
紫
電
改
の
整
備
の
こ
と
を
勉
強
し
た
。

一
週
間
か
ら
一
〇
日
く
ら
い
だ
っ
た
。
馬
が
走
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
た
。
紫
電
改
が
優
秀

だ
と
全
国
の
工
場
が
製
造
を
は
じ
め
た
。
国
か
ら
の
命

令
だ
っ
た
。
三
菱
で
は
、
一
号
機
、
二
号
機
は
海
軍
に

渡
し
た
。
三
号
機
を
渡
す
前
に
六
月
二
二
日
の
空
襲
が

あ
り
、
四
号
機
は
わ
か
ら
ず
、
五
号
機
を
竜
ノ
口
の
バ

ラ
ッ
ク
で
整
備
し
た
。
竜
ノ
口
へ
行
っ
て
い
た
の
は
八

月
に
な
っ
て
い
た
。
天
皇
の
終
戦
の
あ
の
言
葉
は
５
号

機
の
整
備
中
、
翼
の
上
に
立
っ
て
聞
い
て
い
た
。
整
備

に
は
二
週
間
く
ら
い
か
か
る
。
竜
ノ
口
で
の
整
備
に
は

一
機
に
一
〇
人
く
ら
い
が
担
当
し
た
。
上
に
技
師
、
技

手
、
工
長
、
工
員
、
養
成
工
で
、
養
成
工
は
二
名
い
た
。」 

 

こ
の
話
か
ら
、
三
菱
か
ら
川
西
航
空
機
へ
出
張
し
て

紫
電
改
を
生
産
す
る
た
め
の
技
術
や
過
程
を
学
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
三
月
、
四
月
に
生
産
し
た
の
は

一
号
機
と
二
号
機
と
考
え
ら
れ
る
。
六
月
二
二
日
の
空

襲
で
三
号
機
、
四
号
機
が
破
壊
さ
れ
た
と
す
る
と
六
月

の
三
機
の
最
後
の
一
機
が
五
号
機
と
な
る
。
Ｍ
氏
は
六

月
二
二
日
の
空
襲
を
整
備
工
場
で
う
け
て
整
備
工
場
か

ら
滑
走
路
に
あ
る
防
空
壕
へ
向
か
っ
て
逃
げ
、
九
死
に

一
生
を
得
た
体
験
も
さ
れ
て
い
る
。
六
月
二
二
日
の
空

襲
で
工
場
が
破
壊
さ
れ
て
航
空
機
の
生
産
は
本
工
場
で

は
で
き
な
く
な
っ
た
。
七
月
、
八
月
の
生
産
は
お
そ
ら

く
疎
開
工
場
で
の
生
産
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
機
体
が
完
成
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。
疎
開
工
場
の
八
月
三
機
生
産
と
い
う
の
も
、
終
戦

ま
で
一
五
日
し
か
な
い
の
に
本
当
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
。
解
明
で
き
た
の
は
Ｍ
氏
の
お
話
か
ら
終
戦
時
に
道

に
出
し
て
あ
っ
た
の
は
五
号
機
で
あ
り
、
倉
敷
市
在
住

の
方
は
そ
れ
を
見
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。（
３
） 

 

三
．
三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
現
図
班 

 

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
四
月
三
日
付
の
毎
日

新
聞
岡
山
版
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。 

 

「
生
産
現
場
で
の
貴
重
な
資
料
／
養
成
工
の
同
期
会

で
／
倉
敷
／
戦
闘
機
『
紫
電
改
』
原
寸
大
図
面
／ 

 
 
 
 

二
枚
そ
ろ
っ
て
公
開 

 
 
 
 
 
 

 
 

旧
海
軍
が
太
平
洋
戦
争
末
期
、
迎
撃
用
の
戦
闘
機
と

し
て
実
戦
配
備
し
た
『
紫
電
二
一
型
（
通
称
紫
電
改
）』

の
原
寸
大
図
面
（
現
図
）
の
う
ち
二
枚
が
二
日
、『
三
菱

重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
（
水
航
、
現
三
菱
自
動
車

水
島
）』
養
成
工
の
同
期
生
約
三
〇
人
に
公
開
さ
れ
た 

 

倉
敷
市
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
養
成
工
の
同
期
会
総

会
で
披
露
さ
れ
た
。
紫
電
改
は
設
計
図
も
現
存
が
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
図
二
枚
そ
ろ
っ
て
公
開
し
た
の
は

今
回
が
初
め
て
。 

 

紫
電
改
は
設
計
、
製
造
を
川
西
航
空
機
（
現
新
明
和

工
業
、
兵
庫
県
宝
塚
市
）
が
担
当
。
約
四
〇
〇
機
が
生

産
さ
れ
、水
航
で
も
約
十
機
が
造
ら
れ
た
。国
内
で
は
、

愛
媛
県
愛
南
町
沖
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
一
機
が
現
存

し
て
い
る
。 

 

現
図
二
枚
は
左
右
一
対
の
胴
体
後
部
の
機
体
断
面
で
、

そ
れ
ぞ
れ
縦
一
・
五
五
メ
ー
ト
ル
、横
約
六
〇
セ
ン
チ
、

厚
さ
約
三
ミ
リ
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
製
。
右
側
は
三
菱

自
水
島
が
左
側
は
現
図
を
製
作
し
た
渡
邊
一
人
さ
ん

（
七
七
）
＝
岡
山
市
西
川
原
＝
が
保
管
し
て
い
た
。
い

ず
れ
も
倉
敷
市
林
の
建
具
店
経
営
、
山
下
孝
世
志
さ
ん

（
七
四
）か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
。山
下
さ
ん
に
よ
る
と
、

父
親
が
終
戦
直
後
、
近
所
の
水
航
関
係
者
か
ら
譲
り
受

か
、
倉
庫
で
保
管
し
て
い
た
と
い
う
。 
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渡
邊
さ
ん
は
〇
四
年
、
知
人
の
紹
介
で
山
下
さ
ん
か

ら
現
図
を
寄
贈
さ
れ
、『
手
に
取
っ
た
時
は『
よ
く
ぞ
残

っ
て
く
れ
て
い
た
』
と
涙
ぐ
ん
だ
。
人
生
の
き
ず
な
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
、
改
め
て
皆
さ
ん
に
お
礼
を
言
い

た
い
』
と
語
っ
た
。
同
期
会
事
務
局
長
、
伊
藤
忠
夫
さ

ん
（
七
七
）
＝
山
口
県
下
関
市
＝
は
『
設
計
図
や
現
図

は
終
戦
直
後
に
焼
却
処
分
さ
れ
、
川
西
航
空
機
に
も
お

そ
ら
く
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
生
産
現
場
で
の
貴
重

な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
』
と
話
し
て
い

る
。」 こ

の
記
事
に
あ
る
原
寸
大
図
面
は
現
図
と
呼
ば
れ
、

飛
行
機
の
部
品
の
型
取
り
を
す
る
も
の
で
、
現
図
に
あ

わ
せ
て
板
金
を
型
取
り
、
加
工
し
て
部
品
に
す
る
。
そ

の
基
に
な
る
も
の
で
あ
る
。こ
れ
が
間
違
っ
て
い
た
ら
、

完
全
な
飛
行
機
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
早
速

渡
邊
さ
ん
に
聞
き
取
り
を
し
た
。 

「
昭
和
一
九
年
四
月
、
配
属
さ
れ
た
。
養
成
工
と
し

て
の
基
礎
教
育
が
終
わ
り
、
進
む
べ
き
道
を
考
え
た
。

図
面
関
係
へ
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
工
場
は
治
具
工
場

二
階
の
現
図
班
だ
っ
た
。
職
員
と
し
て
正
門
を
出
入
り

す
る
。
戦
況
が
悪
く
な
る
と
憲
兵
が
棍
棒
で
後
ろ
足
な

ど
を
な
ぐ
っ
て
い
た
。
過
酷
な
見
張
り
だ
っ
た
。
型
を

つ
く
る
作
業
だ
っ
た
。
作
業
工
程
。
上
司
か
ら
指
名
さ

れ
る
。
書
き
上
げ
る
日
数
を
指
示
さ
れ
て
、
図
面
を
い

た
だ
き
、
技
師
長
か
ら
期
日
の
指
令
が
出
た
。
翼
は
別

の
現
図
班
が
描
い
て
い
た
。
胴
体
、
エ
ン
ジ
ン
機
関
、

翼
と
分
か
れ
て
い
て
、
倉
田
班
（
胴
体
、
機
関
）、
高
田

班
（
主
翼
、
尾
翼
）
が
作
業
に
あ
た
っ
た
。
倉
田
班
長

以
下
、
技
師
長
、
技
師
、
工
長
、
組
長
、
伍
長
と
い
う

指
揮
系
統
だ
っ
た
。
昭
和
一
九
年
一
式
陸
攻
を
描
い
て

い
た
。
自
分
は
紫
電
改
を
描
い
た
。
現
図
は
昭
和
二
〇

年
一
月
二
一
日
に
完
成
、
も
う
一
つ
は
二
月
二
五
日
に

完
成
し
た
。
昭
和
二
〇
年
の
正
月
く
ら
い
か
ら
一
人
で

描
い
て
い
た
。
線
図
か
ら
取
り
出
し
た
何
番
目
の
線
図

か
を
確
認
し
、
縦
骨
と
横
断
面
、
何
番
の
縦
骨
が
入
る

か
を
頭
に
入
れ
て
描
い
た
。
取
り
付
か
部
品
、
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
の
鋲
で
留
め
る
と
こ
ろ
も
描
い
た
。
縮
尺
で
で

き
て
い
る
。
設
計
図
に
寸
法
を
記
入
し
て
い
る
。
実
際

寸
法
で
や
っ
て
い
た
。
設
計
図
に
原
寸
の
寸
法
は
入
れ

て
い
た
。 

 

ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
描
い
て
、
樹
脂
系
の
イ

ン
ク
で
ベ
ニ
ヤ
板
に
焼
き
付
け
て
い
る
。
基
本
線
の
縮

図
か
ら
計
っ
て
描
く
。
肉
厚
は
点
線
で
描
く
。
空
襲
に

備
え
て
小
学
校
に
疎
開
し
て
い
た
。
第
二
福
田
小
学
校

ら
し
い
。
小
学
校
へ
の
疎
開
で
は
線
図
台
を
持
っ
て
い

っ
た
。
個
人
に
全
部
必
要
な
も
の
を
会
社
が
支
給
し
て

く
れ
て
い
た
。」 

         

四
．
部
品
工
程
表 

 

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
五
月
一
三
日
、
浦
田

の
Ｓ
氏
宅
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
古
び
た
フ
ァ
イ
ル
を

見
せ
ら
れ
て
、
そ
の
綴
ら
れ
た
中
身
を
見
て
驚
い
た
。

青
写
真
が
四
〇
枚
く
ら
い
綴
ら
れ
た
単
一
部
品
工
程
表

だ
っ
た
。
表
の
下
に
Ｎ
１
Ｋ
２
―
Ｊ
と
記
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
紫
電
改
の
も
の
で
あ
る
。
部
品
工
場
と
い

う
の
は
板
金
を
部
品
に
加
工
す
る
所
で
、
浦
田
の
松
工

場
で
は
金
属
加
工
を
行
い
単
一
部
品
を
つ
く
っ
て
い
た

可
能
性
が
高
ま
っ
た
。 

 

こ
の
部
品
工
程
表
が
航
空
機
生
産
の
過
程
で
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
探
っ
て
み
た
。 

 

Ｎ
氏
（
生
産
技
術
課
手
順
係 

技
手
）
に
よ
る
と
、 

「
三
菱
へ
就
職
し
、
最
初
実
習
工
場
で
学
ん
だ
後
、
現

図
作
業
で
烏
口
を
使
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
後
、
計
画
係

に
な
り
伝
票
作
業
を
行
な
っ
た
。
水
島
の
生
産
の
シ
ス

テ
ム
の
根
幹
を
な
す
仕
事
だ
っ
た
。
特
定
の
名
前
は
な

か
っ
た
が
、
伝
票
方
式
、
オ
ー
ダ
ー
方
式
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
伝
票
を
発
行
す
る
も
と
に
な
る
の
が
工
程
表
だ

っ
た
。
材
料
は
何
を
使
っ
て
、
大
き
さ
は
ど
の
く
ら
い

か
と
か
を
記
し
た
材
料
表
が
あ
る
。
甲
材
料
表
は
、
素

材
を
出
す
命
令
書
で
あ
る
。
作
業
伝
票
に
は
こ
う
い
う

順
序
で
つ
く
り
な
さ
い
と
記
す
。
乙
材
料
表
は
、
甲
材

料
表
で
つ
く
っ
た
部
品
を
次
の
工
程
へ
送
る
と
い
う
指

示
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

集
成
伝
票
表
甲
乙
は
、
該
当
す
る
部
品
を
集
め
て
く

だ
さ
い
と
い
う
指
示
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
甲
伝
票

表
は
、
例
え
ば
エ
ン
ジ
ン
カ
バ
ー
を
つ
く
る
な
ら
エ
ン

 
渡邊氏が書いた現図 

（資料提供：渡邊一人氏） 



六十年前の倉敷・水島 
―紫電改と水島航空機製作所現図班と部品工程表を追う― 

7 

ジ
ン
カ
バ
ー
を
つ
く
る
た
め
の
部
品
を
つ
く
れ
と
指
示

す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
の
部
品
を
集
め
ろ
と
い
う
の
が

乙
伝
票
表
で
あ
る
。
伝
票
に
は
何
号
機
か
ら
何
号
機
ま

で
の
部
品
を
つ
く
り
な
さ
い
と
い
う
指
示
が
書
か
れ
て

い
る
。
不
良
品
が
発
生
し
た
と
き
は
、
つ
く
っ
て
い
る

部
署
で
不
良
伝
票
を
発
行
し
て
く
れ
と
計
画
係
に
言
う

と
係
が
発
行
す
る
。伝
票
に
よ
る
仕
事
、作
業
の
指
示
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
も
と
に
な
っ
た
の
が
工
程
表
で
あ
り
、

川
西
航
空
機
の
設
計
図
で
あ
る
。」 

 

材
料
表
は
は
が
き
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
一
枚
一
枚

ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
。 

 

Ｎ
氏
は
「
川
西
航
空
機
へ
は
一
回
行
っ
た
。
一
日
く

ら
い
だ
っ
た
。部
品
を
も
ら
い
に
行
く
の
を
手
伝
っ
た
。

武
庫
川
の
ほ
と
り
の
鳴
尾
工
場
だ
っ
た
。」
と
語
っ
た
。 

 

ま
た
、
Ｆ
氏
（
管
図
係
）
は
次
の
よ
う
に
話
し
た
。 

「
三
菱
に
昭
和
一
七
年
に
就
職
し
、
実
習
工
場
で
実

習
を
受
か
た
。
実
習
工
場
が
十
六
工
場
（
４
）

あ
る
う
ち

西
側
の
一
～
八
工
場
が
仕
上
げ
工
場
、
九
～
一
六
工
場

が
機
械
工
場
だ
っ
た
。
工
場
を
ま
わ
っ
た
。
油
ま
み
れ

に
な
る
の
が
い
や
だ
っ
た
の
で
仕
上
げ
工
場
を
希
望
し

た
。
鏨
で
金
属
加
工
の
時
よ
く
指
を
た
た
い
て
し
ま
っ

た
。
一
台
の
机
に
六
つ
の
バ
イ
ス
が
あ
り
、
三
人
ず
つ

向
か
い
合
っ
て
金
属
加
工
の
実
習
を
し
た
。
ピ
ー
ピ
で

金
槌
を
振
り
下
ろ
し
た
。
大
振
り
、
中
振
り
、
小
振
り

と
打
ち
方
が
あ
り
、
鏨
の
角
度
は
六
〇
度
だ
っ
た
。
昭

和
一
八
年
七
月
に
管
図
係
に
な
っ
た
。
や
が
て
管
図
係

は
工
作
設
計
係
と
な
り
、
生
産
技
術
課
の
中
は
工
作
設

計
係
、
手
順
係
、
青
写
真
係
と
な
っ
た
。
管
理
課
か
ら

小
さ
な
部
品
が
な
い
と
、
現
場
か
ら
よ
く
怒
ら
れ
た
の

で
、
抽
出
図
を
書
い
て
、
金
型
を
つ
く
っ
た
。
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
の
単
一
部
品
を
描
い
て
出
し
た
。
作
図
班
に
所

属
し
た
。
作
図
班
は
庶
務
係
と
図
書
係
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
。 

 

仕
事
内
容
は
特
定
し
な
い
部
品
を
つ
く
っ
て
く
れ
と

い
う
こ
と
で
、
図
面
に
は
な
い
部
品
の
図
面
を
つ
く
っ

た
。
海
軍
の
監
督
官
田
島
大
尉
、
他
一
二
名
養
成
工
が

い
た
。
昭
和
一
九
年
二
月
一
一
日
一
式
陸
攻
一
号
機
完

成
、
飛
行
の
時
、
お
祝
い
に
紅
白
饅
頭
が
出
た
。
そ
の

後
名
古
屋
大
江
工
場
か
ら
五
機
分
部
品
を
も
ら
っ
て
つ

く
っ
た
。 

 

紫
電
改
の
生
産
に
つ
い
て
。
生
産
技
術
課
の
上
司
と

い
っ
し
ょ
に
、
川
西
航
空
機
鳴
尾
工
場
に
出
張
し
た
。

昭
和
一
九
年
、
一
回
目
は
話
を
聞
き
、
二
回
目
に
図
面

を
取
り
に
行
っ
た
。
図
面
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
統
一
し
て

収
納
し
た
。
大
き
さ
は
Ａ
３
、
Ａ
２
、
Ａ
１
、
Ａ
０
、

そ
し
て
特
号
と
い
う
長
い
図
面
が
あ
っ
た
。
二
ｍ
く
ら

い
の
戸
棚
に
二
つ
二
組
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
№
１
０
０

０
・
１
１
０
０
０
は
胴
体
、
№
２
０
０
０
・
２
２
０
０

０
は
発
（
５
）
、
№
３
０
０
０
・
３
３
０
０
０
は
艤
装
、
№

４
０
０
０
・
４
４
０
０
０
は
兵
装
、
そ
の
他
、
ナ
ン
バ

ー
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
操
縦
装
置
、
降
着
装
置
、

な
ど
が
あ
っ
た
。
持
っ
て
帰
っ
た
図
面
は
全
部
ト
レ
ー

シ
ン
グ
を
行
い
、青
写
真
係
へ
依
頼
し
て
検
図
を
し
た
。

青
写
真
に
し
た
も
の
と
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
描

い
た
も
の
を
見
比
べ
た
。
一
枚
間
違
え
た
ら
大
変
で
あ

る
。
青
写
真
を
四
〇
部
つ
く
り
、
第
一
部
品
、
第
二
部

品
、
治
具
工
場
へ
ま
わ
し
た
。
工
作
設
計
係
で
は
二
部

管
理
し
て
い
た
。」 

 

筆
者
の
手
元
に
あ
る
単
一
部
品
工
程
表
は
、
先
ず
三

菱
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
川
西
航
空
機
で
も
ら

っ
た
紫
電
改
の
設
計
図
面
を
も
と
に
。
材
料
表
や
作
業

伝
票
を
発
行
す
る
基
に
な
る
生
産
過
程
の
中
で
大
変
重

要
な
位
置
に
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

                     

 
部品工程表の表紙 部品工程表（青写真） 
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五
．
航
空
機
製
作
所
と
疎
開
工
場
と
疎
開
先 

 
空
襲
に
備
え
、
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
か

か
て
疎
開
工
場
が
つ
く
ら
れ
、
ま
た
市
内
の
あ
ち
こ
ち

に
工
場
の
疎
開
が
行
わ
れ
た
。 

 

疎
開
工
場
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
が
、
亀
工
場

（
亀
島
山
）、
松
工
場
（
浦
田
）、
鶴
工
場
（
竜
ノ
口
）

で
あ
る
。
こ
の
疎
開
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
が

役
割
を
も
っ
た
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
出
て
き
た
。
そ

れ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

∇
亀
島
山
地
下
工
場
（
亀
工
場
）。 

 
 
 

役
割
：
一
式
陸
攻
の
機
械
部
品
の
生
産
。 

 
 
 

疎
開
部
署
：
機
械
工
場
と
治
具
工
場
。 

 

∇
竜
ノ
口
半
地
下
工
場
（
鶴
工
場
）。 

 
 
 

役
割
：
紫
電
改
の
組
立
、
部
品
生
産
。 

 
 
 

疎
開
部
署
：
組
立
工
場
と
部
品
工
場
の
一
部
。 

 

∇
浦
田
半
地
下
工
場
（
松
工
場
）。 

 
 
 

役
割
：
紫
電
改
の
部
品
生
産
。 

 
 
 

疎
開
部
署
：
部
品
工
場
。 

他
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

 

∇
倉
敷
御
船
工
場
（
大
原
美
術
館
の
う
ら
）
―
機
械

工
場
の
一
部
と
検
査
場 

 

∇
鶴
形
ト
ン
ネ
ル 

 

∇
倉
敷
工
業
学
校 

 

∇
第
二
福
田
小
学
校
―
治
具
工
場
現
図
班 

 

∇
産
業
試
験
場
―
第
二
事
務
所
（
工
作
事
務
所
） 

 

∇
鶴
工
場
の
近
く
の
裏
山
―
総
事
務
所 

こ
の
よ
う
に
、
本
工
場
の
機
能
は
倉
敷
市
内
の
方
へ

移
動
し
て
い
っ
た
。 

そ
の
な
か
で
、
鶴
工
場
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と

が
わ
か
っ
た
。 

Ｍ
氏
（
整
備
工
場
勤
務
、
技
手
）（
前
出
と
同
じ
方
） 

「
バ
ラ
ッ
ク
で
五
号
機
の
整
備
を
し
て
い
た
。
そ
の

バ
ラ
ッ
ク
は
四
方
を
木
の
板
で
囲
み
、
屋
根
は
一
方
が

低
く
、
一
方
が
高
か
っ
た
。
南
東
の
方
向
に
紫
電
改
を

入
れ
て
い
た
。
出
入
口
は
大
き
く
、
動
か
す
時
は
尾
翼

側
か
ら
動
か
し
て
移
動
さ
せ
た
。」 

Ｆ
氏
（
学
徒
勤
労
動
員
で
三
菱
の
検
査
場
に
勤
務
） 

「
木
の
板
で
ド
ー
ム
状
の
よ
う
な
建
物
を
つ
く
っ
て

い
た
。
数
棟
あ
っ
た
。」 

 

鶴
工
場
は
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
と
飛
行
機
を
入
れ
整
備

す
る
バ
ラ
ッ
ク
、
掩
体
壕
に
似
た
木
製
の
ド
ー
ム
状
の

よ
う
な
建
造
物
で
構
成
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

 
六
．
協
力
工
場
で 

 
Ｙ
氏
（
学
徒
勤
労
動
員
で
倉
敷
紡
績
万
寿
工
場
に
三

菱
か
ら
派
遣
さ
れ
た
） 

 

「
昭
和
一
九
年
六
月
三
〇
日
、
三
菱
へ
行
っ
た
。
昭

和
一
九
年
六
月
六
日
の
合
同
新
聞
に
学
徒
勤
労
動
員
の

配
置
が
出
て
、
実
業
学
校
は
三
年
生
以
上
全
員
、
中
学

校
は
四
年
生
以
上
の
全
員
が
動
員
さ
れ
た
。
工
業
学
校

は
二
年
、
三
年
、
四
年
だ
っ
た
と
思
う
。
月
給
の
収
支

明
細
は
五
〇
円
、
二
円
の
賞
与
が
も
ら
え
た
。
現
金
は

一
〇
円
手
元
に
残
り
、
二
三
円
貯
金
し
た
。
報
国
団
納

入
、
授
業
料
を
差
し
引
い
て
い
る
。
働
い
て
い
る
時
、

工
具
を
損
傷
し
て
毀
損
届
か
を
提
出
し
た
。
実
習
工
場

で
は
金
属
加
工
の
練
習
を
し
て
、
万
寿
工
場
へ
配
属
と

な
っ
た
。
中
間
翼
外
板
穴
あ
け
あ
わ
せ
と
い
う
仕
事
を

し
た
。
徴
用
さ
れ
た
人
、
工
員
が
三
名
、
あ
と
は
学
徒

勤
労
動
員
だ
っ
た
。
尾
翼
と
主
翼
と
両
方
を
つ
く
っ
て

い
た
。
主
翼
の
中
間
翼
を
つ
く
る
。
外
板
、
治
具
、
骨

格
を
組
み
立
て
る
。
市
中
に
三
人
く
ら
い
で
外
板
を
も

っ
て
ボ
ル
ト
で
と
め
る
。
裏
へ
ま
わ
っ
て
ド
リ
ル
で
骨

格
に
穴
を
あ
け
、
そ
の
穴
を
ね
ら
っ
て
外
板
を
つ
け
、

女
学
生
は
電
気
ボ
ー
ル
で
お
皿
を
切
り
、
男
子
学
生
は

治
具
を
あ
け
た
。
枠
を
は
め
込
み
固
定
し
、
鋲
を
あ
わ

せ
て
と
め
て
完
成
さ
せ
た
。
昭
和
二
〇
年
六
月
一
〇
日

早
島
町
に
帰
っ
て
き
た
。
倉
敷
紡
績
早
島
工
場
で
働
い

た
。
沖
縄
県
か
ら
女
子
挺
身
隊
が
着
て
い
た
。
紫
電
改

の
翼
を
つ
く
っ
て
い
た
。」 

 

七
．
お
わ
り
に 

 

紫
電
改
の
関
係
資
料
を
通
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、

一
つ
の
ミ
ス
も
許
さ
れ
な
い
緊
迫
し
た
航
空
機
の
生
産

現
場
で
あ
る
。
現
図
が
な
け
れ
ば
、
工
程
表
が
な
け
れ

ば
、
航
空
機
の
部
品
い
や
航
空
機
自
体
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
工
程
表
は
若
く
素
人
が
多
い
生
産
現
場

で
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
は
逆
に
短
い
期
間
に
航
空
機
を
大
量
生
産

し
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
軍
の
追
い
詰

め
ら
れ
た
姿
も
現
し
て
い
る
。
生
産
す
る
航
空
機
の
紆

余
曲
折
の
機
種
変
更
は
そ
の
事
を
伝
え
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
ひ
じ
や 

あ
つ
の
り
） 

  

こ
の
論
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
渡
邊
一
人
氏
を
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は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
改
め

て
、
こ
の
場
を
借
り
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
ま

だ
伝
え
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
事
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え

て
い
き
た
い
。 

 

注 （
１
）
花
房
英
利
『
は
じ
ま
り
は
ア
リ
ラ
ン
か
ら
』（
平
和

文
化
）「
他
に
も
『
鶴
』
と
い
う
暗
号
名
の
地
下
工
場
、

『
松
』
と
い
う
暗
号
名
の
半
地
下
工
場
も
建
設
に
取
り

か
か
っ
て
い
た
が
…
…
、」。
岡
山
県
教
職
員
組
合
教
育

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
平
和
教
育
研
究
部
会
『
岡
山
の
平

和
教
育
』（
第
二
三
号
、
二
〇
〇
五
・
五
）
に
松
工
場
の

こ
と
が
「
浦
田
半
地
下
工
場 

〝
松
〟
（
倉
敷
市
浦
田
）」

と
し
て
載
っ
て
い
る
。
存
在
を
示
す
資
料
は
あ
る
。
し

か
し
、
実
態
ま
で
示
し
た
も
の
は
少
な
い
。 

（
２
）
三
菱
重
工
業
航
空
機
製
作
所
の
滑
走
路
の
北
側
に

あ
っ
た
三
棟
の
格
納
庫
の
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、

一
式
陸
攻
や
紫
電
改
の
組
立
を
終
わ
っ
た
機
体
を
最
後

に
飛
べ
る
よ
う
、
様
々
な
個
所
を
調
整
し
て
い
た
。 

（
３
）「
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
書
」
に
記
さ
れ
て
い

る
数
を
も
と
に
し
た
の
で
、
完
成
し
た
機
体
が
何
機
で
、

未
完
成
の
機
体
が
何
機
か
と
い
う
内
訳
は
わ
か
ら
な
い
。 

（
４
）
最
初
は
、
十
六
棟
の
工
場
だ
っ
た
が
、
増
設
さ
れ

て
十
八
棟
の
工
場
に
な
っ
た
。 

（
５
）「
発
」
と
は
、
発
動
機
す
な
わ
ち
エ
ン
ジ
ン
を
示
す
。 
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